
庄原市地域公共交通会議
第１回ワーキング会議

令和7年7月30日（水） 9：00～11：00
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本日のワーキング会議の流れ

9:00～9:10

⚫ 委員紹介

⚫ 開会あいさつ

⚫ WGの趣旨説明

9:10～9:40

⚫ 公共交通の現状説明

⚫ 庄原市における取組紹介

⚫ 意見交換（グループワーク）に関する説明

9:40～10:00 議題1についてのグループワーク

10:00～10:10 意見発表

10:10～10:35 議題2についてのグループワーク

10：35～10:50 意見発表・とりまとめ

10:50～11:00 閉会あいさつ・今後のスケジュール等



ワーキング会議の目的
3

新たな「地域公共交通計画」の策定に向けて、将来像や基本方針（譲れない軸・基準）を決めていくた
めの材料を得るため、公共交通の役割（交通でできること）に対してのアイデア・意見を出し合うこと
で、「公共交通を使って実現したいまち・くらし」のイメージを共有・具体化します。

地域公共交通計画とは

庄原市では令和２年3年５月に現計画
である「庄原市地域公共交通計画」を
策定しており令和７年度は計画期間の
最終年度となります

▲ 地域公共交通計画の策定体制

地域の実情に応じた持続可能な公共交通
ネットワークを構築するための公共交通の
マスタープラン



まちづくりの方向性と
地域・公共交通の現況



第2期庄原市長期総合計画01

ま
ち
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く
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の
方
向
性

「生活交通の充実」を
目指した施策として、
主に生活交通ネット
ワークの再編や交通弱
者の移動手段の確保、
市民ニーズに応じた路
線の確保、ＪＲの利用
促進等を総合計画でも
掲げています。
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庄原市都市計画マスタープラン（令和5（2023）年度～令和14（2032）年度）01
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性

図1 庄原市の将来都市構造 図2 庄原市における都市づくりの目標と目指すべき姿
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資料：住民基本台帳（10月末時点）

人口と高齢化率の推移02
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前計画
策定時点(R2) 直近(R6)

庄原

市全体

口和

東城

西城

高野

総領

比和
8,737 9,526 9,159 8,445 8,544 8,418 7,901 7,020 6,140 5,646

6,863 5,628 5,848 6,134 5,106 3,913 3,255 3,291 3,405 2,981
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総人口 年少人口（15歳未満） 生産年齢人口（15～64歳）

老年人口（65～74歳） 老年人口（75歳以上） 高齢化率

人口（人） 高齢化率
将来推計値

資料：1980年～2020年国勢調査（総人口は年齢不明者も含む）、2020年～2035年国立社会保障・人口問題研究所

（各年10月1日時点の推計人口）

⚫ 総人口は平成27年～令和2年の5年間で3,300人程度減少しており、社人研による推計では令和7年に
30,000人を下回る見通しです。

⚫ 地域別の人口は約20年で各地区とも約56％～81％まで減少し、特に山間部の地域では人口減少が顕著に
なっています。

⚫ このため、公共交通の運転手（乗務員）も含めて、様々な分野で生活を支えるための担い手が不足して
いくことが懸念されます。

図 人口・高齢化率の推移と将来推計 図 地域別の人口減少率（平成17（2005）年を100としたときの指数）
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各地域における高齢化の進行状況02

地
域
と
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の
現
況

図 小地域別の高齢化率（65歳以上人口の割合） 資料：令和2年国勢調査
（小地域別集計より参照）

⚫ 庄原地域中心部以外は
高齢化率が高い傾向に
あります。

⚫ 市内全体でも高齢化率
40%を超える地域が多
くを占めており、高齢
化率が60％を上回る小
地域も見られます。
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オートバイのみ 自転車のみ 鉄道・電車と他の交通手段

その他

資料：令和2年国勢調査

通勤・通学における人口流動状況と利用交通手段

⚫ 通勤・通学においては三次市や新見市といった公共交通の幹線（JR芸備線等）沿線の市町、神石高原町、
広島市といった市町との間の交流（人口流動）が見られます。

⚫ 一方、通勤・通学における移動手段を見ると、「自家用車のみ」が多くを占めており、市域をまたいだ
人口流動ではその割合が大きくなっています。

図 通勤・通学による人口流動（15歳以上）
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資料：令和2年国勢調査

図 通勤・通学における交通手段（15歳以上）※片方向で50人以上の流動がある自治体のみを掲載
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公共交通の目的地となる施設・拠点の立地状況02

地
域
と
公
共
交
通
の
現
況

図 公共施設・教育機関・医療機関・商業施設の立地状況

⚫ 各地域の中心部に移動の目
的地となる施設が集積して
います。

⚫ 医療機関はいずれの地域も
立地しています。

⚫ 商業施設（スーパー等）に
ついて、高野と総領には立
地していません。（高野は
個人商店と道の駅、総領は
道の駅のみが立地）
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観光資源の立地状況と利用交通手段

図 観光資源の立地状況

図 庄原市を訪れる観光客の利用交通機関

⚫ 既存の路線バスでは行くことができない観光スポットも存在しています。

⚫ 観光客の利用交通機関は90.9%が自家用車で、鉄道・バスはあわせて4.3%となっています。
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資料：令和６年広島県観光客数の動向



庄原市で運行する公共交通02
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図 庄原市全体の公共交通

⚫ JR芸備線・木次線及び備北交通、
生活バス等の路線バスが、周辺市
町への移動を担っています。

⚫ 地域内交通は、地域により運行形
態が異なっています。（詳細は次
頁参照）

⚫ 交通空白地とされる地域には、市
民タクシー（青色の網掛け）やこ
まわりくん（黄色の網掛け）と
いった自治振興区が主体となった
移動手段が運行しています。
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種別 概要 運行事業者 運行地域 経路・ダイ ヤの設定

高速バス 交通事業者が運行する高速道を経路とする広域路線。 備北交通㈱、JRバス中国、
一畑バス 

庄原、東城、高野 事業者が決定
(市は要請) 

路線バス 交通事業者が運行する一般のバス 備北交通㈱、㈱中国バス 庄原、西城、東城、
口和、高野、比和

事業者が決定
(市は要請) 

廃止代替等バ ス 廃止された路線バスの代替として市が事業者に依頼し運行
するバス

備北交通㈱、西城交通㈲ 西城、東城 市と事業者が協議し決
定

地域生活バス 路線バス等が運行されていない地域を中心に市が事業者
に依頼し運行するバス

㈲石田タクシー 庄原 市と事業者が協議し決
定

市街地循環バ ス 市街地内において、生活交通及び観光交通 の利便性を向
上させるため、市が事業者に依頼し運行するバス

備北交通㈱ 庄原、東城 市と事業者が協議し決
定

市営バス 路線バス等が運行されていない地域を中心 に市が運行主
体となり、事業者へ運行業務を委託し運行するバス

㈲石田タクシー、比和観光㈱、
㈱里山総領

庄原、比和、総領 市が決定

予約乗合タクシー
(定路線運行型) 

路線バス等が運行されていない地域を中心 に市が事業者
に委託し運行するタクシー（予約に応じて定路線を運行）

ｱﾗｷﾀｸｼｰ㈲、駅前ﾀｸｼｰ ㈲、
西城ﾀｸｼｰ㈲、ｴｸｼｰﾄﾀｸｼｰ㈲、
㈲口和ﾀｸ ｼｰ、㈱比和観光

西城、東城、口和、
比和

市が決定

予約乗合タクシー
(戸口運行型) 

路線バス等が運行されていない地域を中心 に市が事業者
に委託し運行するタクシー（予約に応じて設定した区域内を
運行）

高野交通㈲、㈲口和ﾀｸｼー 口和、高野 市が決定

市民タクシー 自治振興区が事業主体となり、タクシー事業者に運行を依
頼し移動手段を確保する事業 

各地域のタクシー 事業者 庄原、東城、
西城

自治振興区が決定

公共交通空白地有償
運送(こまわりくん) 

非営利団体等が事業主体となり、運行事業を実施 一般社団法人庄原市総領自治振
興区

総領 事業主体が決定 



公共交通の利用状況

図 路線バスを除く市運行生活交通路線の利用者数の増減状況
（地域別、平成1（2019）年を100としたときの指数）
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⚫ 公共交通の利用者数は、路線バス（備北交通）の増加によって令和6年度に増加傾向に転じているが、
市運行生活交通路線は令和4年度より減少傾向が続いています。

⚫ 市運行生活交通路線（路線バスを除く）の令和2年以降の増減状況を見ると、西城・東城・高野・比

和・総領が大きく減少しています。
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公共交通に関わる財政負担額の状況

図12 公共交通に関わる財政負担額の推移

⚫ 財政負担額は増加傾向が続いており、令和6年度はおよそ3億円で住民一人あたり換算すると9,576円と
なります。

⚫ 特に路線バス及び市運行生活路線の増加幅が大きく、市民タクシーやこまわりくんは大きな増減は見ら
れない。
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公共交通のカバー状況 16

⚫ 高野・口和では乗合タク
シー、庄原や東城の一部地
域では市民タクシー、総領
地域はこまわりくんによっ
てバス停から離れた場所に
暮らしている人の移動をカ
バーしています。

⚫ 比和、西城、東城の一部で
は、少ないながらもバス停
から離れた場所に暮らして
いる人が見られます。
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現在、認識している問題点・課題 17

⚫ 財政負担の増大

⚫ 公共交通の現状や問題点に関する市民へ
の情報共有や理解の不足

⚫ 担い手（運転者不足）の深刻化

⚫ 運転者不足を起因とした交通サービスの
利便性や市民生活への影響

⚫ 車両の老朽化と修繕費の増加

⚫ 利便性のある公共交通サービス（ダイヤ
等）の確保

⚫ 現状の公共交通でカバーしきれない場所
に暮らしている人

⚫ 夜間におけるタクシーの休止

◼ 財政支出の抑制、公共交通の効率化

◼ 公共交通に対する理解の促進、情報共有の
仕組み強化

◼ 運転者不足への対応

◼ 地域公共交通の担い手確保

◼ 山間部やバス路線から離れた地域の利便性
確保

◼ 新たな需要の掘り起こし等の利用者確保策

◼ 夜間の交通手段の確保

【現状・問題点】 【市として認識している課題】
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高野地域での取組

⚫ 高野地域で運行しているデマンド型
乗合タクシー「おでかけワゴン」は、
平成25年（2013年）9月から運行して
います。

⚫ 現在は事前登録制した人の予約に応
じて1日2往復が運行しており、運行
範囲は自宅の近くから所定の目的地
（道の駅や保険福祉センター等）の
周辺としています。

⚫ 令和7年（2025年）1月の見直しでは、
複数あったエリアを統合して運行日
や乗降できる場所を広げ、スマート
フォンでの予約に対応する等して、
利便性を高めています。

⚫ 定期的に「おでかけワゴン」を活用
した「お買い物ツアー」を地域と交
通事業者が連携して開催しています。

▲ 高野デマンド型乗合タクシー「おでかけワゴン」の運行案内
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総領地域での取組

⚫ 総領地域で運行している「こまわりくん」は、 平成24年
（2012年）4月から交通空白地有償運送（白ナンバーの自家用
車を活用した運送）の形態で総領地域内を運行しています。

⚫ 総領自治振興区にあらかじめ登録された会員の方を対象として
おり、登録ドライバー（現在は13名）が運行を担っています。

⚫ 運行時間帯は平日の8：30～17：30、運賃は1乗車当たり500円
です。

⚫ 「こまわりくん」は自宅の近くまでのお迎えに対応しているた
めバス停から離れた地域お住いの方の移動、町内の診療所への
通院等で主に活用されています。

▲ 「こまわりくん」の運行開始案内（広報しょうばら）
▲ 「こまわりくん」として使用している車両



2003

取
組
紹
介

備北交通の取組

⚫ 学生向けのキャンペーン・割引施策、
利用促進を推進しており、学生がお
得に利用できる高速バスの定期券や、
夏休み期間限定の乗り放題パス等を
実施しています。

⚫ JR西日本と備北交通の乗車券が相互
利用できるコンビバスや、備北交通
及びJRの定期券利用者が短い区間で
お得にできるサブスクサービス
（ちょこっとパス）等、鉄道と連携
した利用促進も進めています。

⚫ 庄原MaaSプロジェクトに運行主体と
して参画し、地域関係者と連携して
新たな移動サービスの運行等を担っ
ています。

▲ 備北交通の取組（チラシより一部抜粋）



2103

取
組
紹
介

庄原MaaS（庄原MaaS検討協議会による取組）

⚫ 庄原MaaSプロジェクトは、庄原MaaS検討
協議会（現在40団体が参画）が主体とな
り、帝釈峡での新たなモビリティ導入、
アプリ配車に対応したオンデマンド交通
の運行、貨客混載や情報発信の仕組み強
化、異なる交通モード間の連携、デジタ
ル技術を活用した生活サービスと交通
サービスの連携・統合等、地域課題の解
決に向けて多岐に渡る取組を実施してい
ます。

⚫ 直近の令和6年度は、タクシーを含めた夜
間の交通空白を補完する目的で、夜型デ
マンド交通「よるくる」の実証運行を実
施しました。

⚫ 令和7年度は、地域の関係者や交通事業者
等と連携・協働した「ライドシェアサー
ビス（公共ライドシェア）」の一元的な
マネジメント、多様な担い手人材確保の
仕組みの構築等に取り組むことを予定し
ています。

▲ 夜型デマンド交通「よるくる」の実証実験案内
  （R6年度）

▲ しょうばらMaaSステーション
プロジェクト事業（R4年度）

▲ 路線バスを活用した貨客混載（R5年度）

▲ アプリ配車対応のオンデマンド交通（R2年度）



本日の意見交換について



公共交通の可能性と課題

◼ まずは、普段ご自身が市の公共交通に対して感じていること、
公共交通でできると思うこと、問題点や課題だと思うこと等、
自由に意見を出してください

◼ 本日のこれまでの説明を聞いた感想でも構いません

利用者

キーワード

通勤

地域住民 観光客高校生高齢者 小中学生

通学 通院 買い物 娯楽おでかけ イベント

朝 夜 日中 平日 休日

ニーズ サービス 待ち時間 使える・使えない

出張者

まちなか 旧町部

担い手

議題
その１



公共交通計画で実現したいこと

◼ 次に「実現したいこと」を考えてみましょう。

◼ 意見の内容は、「議題その1」に関連することに限らず、庄原市を
より良くしていくためのアイデアなどを自由に出してください。

外出促進

キーワード

交流促進

観光客通学できる環境観光振興 免許返納

ビジネス

にぎわいづくり 拠点づくり

いきいきとした暮らし安心・安全

※ ●●に人を呼びたい、外出する人・回数を増やしたい、■■まで便利に行きたい 
→ 何の目的で必要か、そのために何が必要か等

議題
その２



付箋と模造紙を使ったワークショップ形式で行います

① 付箋に自分の意見を記入する（5分程度）

② 付箋を模造紙に貼り出して、
 書いた意見を共有（15分程度）

③ ファシリテーターが意見を整理、
 グルーピング（5分程度）

④ ファシリテーターが各テーブルの意見を全体に共有

○班

～～～ ～～～

その際に新たな意見・アイデアが出てきたら
新しい付箋に書き足してください！



ワークショップの注意点・留意点

⚫ 1つのふせんには、1つの意見を端的に書いてください

⚫ グループ内の他の人が出した意見はよく聞いて、否定しないよ
うにしましょう

⚫ 他の人の意見を聞いて、あとから追加で意見を出してもOKです



次回（第２回）のワーキング会議について 27今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

⚫ 次回の第２回ワーキング会議（8/19）では、地域別の目指すべき姿、理想
とするサービス水準、課題解決の方向性等をテーマに予定しています。

⚫ 第２回に向けては、地域別の課題と今回のワーキング会議で皆さまから
いただいたキーワードを再度整理し、それを基に地域別にテーブルを分
けて意見・アイデアの交換を行うことを想定しています。

⚫ その後、ワーキング会議での検討結果を踏まえた形で、市民アンケート調
査の実施します。（９月～10月頃予定）
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